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本調査実施の背景と目的
変化に迅速に対応していくことが求められる中、システム開発環境が多様化
企業IT動向調査における「工期・予算・品質」が悪化傾向
→開発環境の多様化も一因と考えられる

クラウド環境・パッケージ利用・アジャイル型開発手法を前提とした
開発プロジェクトにおけるTIPS（ノウハウ）とメトリクス（評価指標）の検討
を目的に、アンケートの実施・事例ヒアリング・TIPSの考察分析を実施
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ソフトウェア・メトリクス プロジェクト
本調査を目的にユーザー企業を中心に構成2
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クラウド パッケージ アジャイル
（IaaS／PaaS） （SaaSを含む）



採用状況
変化の激しい市場に対応し、事業継続性を確保しながら競争力に直結する
重要な経営戦略及びIT戦略として、クラウド上でのシステム開発に肯定的

クラウド
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１）行っている 89.2%

２）移行を検討中である 8.1%
３）行っていない（行う予定はない） 2.7%

N=74



対象領域
企業のクラウド環境の捉え方
・企業の根幹業務を支える上で十分な信頼性と安定性を備えたプラットフォーム
・ビジネス成長とイノベーションを加速させるための戦略的なエンジン
・データ駆動経営や堅牢なIT環境の基盤
ほぼ全てのシステム構築にクラウド環境を利用

クラウド

85.1

82.4

77.0

73.0

73.0

68.9

56.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

４）社内向け業務支援システム（基幹以外）

３）社内向け基幹業務システム

１）顧客向けWEBサービス（WEBサイト、EC、SNS含む）

２）事業用サービス／アプリケーション

５）データ分析活用システム

７）インフラ＆セキュリティ関連システム

６）コミュニケーション・コラボレーション

その他
N=74
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ビジネス価値
重要視しているビジネス価値（攻め＞守り）
・スケーラビリティの向上
・運用負担の軽減
・ビジネスの俊敏性向上、及び、市場投入までの時間短縮

クラウド

6

77.0

66.2

59.5

55.4

50.0

43.2

17.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

４）スケーラビリティの向上

７）運用負担の軽減

３）ビジネスの俊敏性向上

２）市場投入までの時間短縮

１）コスト削減

５）新たなデジタルサービスの…

６）グローバル展開の容易化

その他
N=74



選定基準
ビジネス価値を実現するため、非常に現実的かつ慎重な視点でサービスを選定

クラウド
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77.0

62.2

58.1

39.2

21.6

10.8

8.1

8.1

6.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

３）サービスの安定性・信頼性

２）セキュリティ機能

１）コスト効率

４）スケーラビリティ

７）マネージドサービスの充実度

８）サポート品質

６）エコシステムの豊富さ

９）自社技術スタックとの親和性

５）グローバル対応

その他
N=74



主要課題（構造変革と人材確保）
クラウド移行プロジェクトの成否は、
技術の導入とその技術を扱うことができる人材の確保・育成

クラウド

8

62.5

61.1

40.3

38.9

26.4

22.2

22.2

19.4

4.2

4.2

1.4

0% 20% 40% 60%

２）クラウドネイティブなアプリケーションへの構造変革が困難

８）技術者の確保・育成の難しさ

４）大容量データの移行に関する難易度

７）想定外の費用発生(自社でコントロールが難しい費用)

５）セキュリティ要件の充足が困難

３）既存システムとクラウドシステムの機能分担の方針が定…

９）マインドセットの不足（オンプレ環境から脱却）

６）業務代替策を含めたサービスレベル(高可用性)の確保…

１）経営層のリーダーシップの欠如

その他

無回答
N=72



TIPSとメトリクスの方向性
クラウド
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クラウド パッケージ アジャイル
（IaaS／PaaS） （SaaSを含む）



対象領域
あらゆる業務活動を支える広範なプラットフォーム
・従来は、基幹業務システムのように定型的な社内業務領域が中心的な役割
・顧客起点での業務プロセス改革やデータ駆動経営にパッケージを戦略的に利用

パッケージ

11

83.6

80.6

71.6

71.6

68.7

64.2

55.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

４）社内向け業務支援システム（基幹以外）

６）コミュニケーション・コラボレーション

２）事業用サービス／アプリケーション

３）社内向け基幹業務システム

５）データ分析活用システム

７）インフラ＆セキュリティ関連システム

１）顧客向けWEBサービス（WEBサイト、EC、SNS含む）

その他
N=67



戦略的な目的
パッケージ戦略の目的
・業務の抜本的な見直しと標準化による効率化・高度化
・システム導入のスピードアップ・期間短縮
・構築導入コストの低減（イニシャル）

パッケージ

12

68.7

58.2

44.8

40.3

29.9

25.4

20.9

0.0

0% 20% 40% 60%

１）業務プロセスの改革・改善、標準プロセスの導入

２）システム導入のスピートアップ・期間短縮

３）構築導入コストの低減（イニシャル）

５）既存システム老朽化による再構築（モダナイゼーショ…

７）制度改定など環境変化への迅速な対応

４）運用維持コストの低減（ランニング）

６）パッケージ機能進化への期待（新サービス提供や生…

その他
N=67



成功への鍵
パッケージ導入成功の鍵
・業務部門を積極的に参画させ、共通の目的意識を醸成する
・「As-Is」の課題を正確に把握し、「To-Be」の業務プロセスを明確に定義する
・標準機能の範囲と限界を深く理解し、自社要件と比較し、徹底的に評価する

パッケージ

13

65.7

61.2

46.3

38.8

35.8

31.3

9.0

6.0

4.5

0.0

0% 20% 40% 60%

４）ユーザーの巻き込み（企画段階から参画させ共通の目的意識を醸成）

３）業務プロセス要件の明確な定義（導入前に具体的な業務要件を明確化）

５）パッケージ標準機能の十分な理解と評価（RFI／RFPによる評価選定）

１）経営層の関与（プロジェクト成果への積極的な関わり／支援）

７）チェンジマネジメントの徹底（プロセス改革と合わせ組織の変革マインド醸成）

２）プロジェクトKPIの明確化（改革テーマに関する明確な目標設定）

８）十分なトレーニング（ユーザーが新しいシステムを効果的に使えるよう教育…

６）スケーラビリティの確保（将来的な拡張や変更に対応可能な設計採用）

９）効果測定の実施（業務改革や投資対効果を導入後に確認、成果を確実に…

その他 N=67



主要課題（カスタマイズへの対応方針）
カスタマイズに対しては極めて慎重な姿勢
・最優先策: 標準機能での対応可能な方法を再検討
・次善策: 外部ツールやシステムとの連携
・最終手段: カスタマイズで対応

パッケージ

14

89.6

79.1

65.7

38.8

26.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

１）標準機能での対応可能な方法を再検討（業務要件見直し、パ
ラメータ設定変更など）

２）外部ツールやシステムとの連携（パッケージの外側で業務要件を
満たすことを検討）

３）カスタマイズで対応（費用対効果やリスクを評価し、適切な範
囲でカスタマイズ実施）

４）標準機能の範囲を拡張するよう開発をベンダーへ交渉／依頼

５）段階的な導入（標準機能で初期導入を行い、その後、カスタマ
イズ等を検討する）

その他
N=67



主要課題（カスタマイズ判断基準）
単なる現状維持のためではなく、ビジネス価値向上に直接的に貢献する
外部要因によってカスタマイズが避けられない
投資・実現手段の妥当性、保守運用面でリスク有無

パッケージ

15

76.1

56.7

44.8

40.3

35.8

6.0

3.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

２）業務プロセス改革への貢献、生産性向上の効果が見…

３）法規制やコンプライアンスの為には必要不可欠である

４）カスタマイズに要するコストや工期が妥当である

１）競争力強化や自社の差別化に大きく貢献する

５）カスタマイズの技術的難易度やリスク、バージョンアップ…

６）他のプロジェクトやカスタマイズ要件と比較した場合の…

７）カスタマイズ自体を禁止している

その他
N＝67



TIPSとメトリクスの方向性
パッケージ
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クラウド パッケージ アジャイル
（IaaS／PaaS） （SaaSを含む）



対象領域
仕様や設計をしっかりと固め開発テストを行う必要がある基幹業務システムの領
域はウォーターフォール開発で確実に行うが、不確実性が高く変化に柔軟であるべ
き基幹業務システムの周辺領域はアジャイル開発で対応する、という使い分け

アジャイル

18

51.9

50.0

44.2

36.5

19.2

11.5

11.5

7.7

1.9

0% 20% 40% 60%

４）社内向け業務支援システム（基幹以外）

１）顧客向けWEBサービス（WEBサイト、EC、SNS含…

２）事業用サービス／アプリケーション

５）データ分析活用システム

３）社内向け基幹業務システム

６）コミュニケーション・コラボレーション

その他

７）インフラ＆セキュリティ関連システム

無回答
N=52



適用判断の実態
アジャイル開発の採用という戦略的判断が組織全体ではなくプロジェクトを率いる
マネージャー次第で決まるという、ある種の属人化リスクを窺わせる
プロジェクトの特性に応じた最適な開発手法の選択が組織的に行われておらず、
未だ発展途上にある

アジャイル

19

１）会社として選択基準が
定められている 15.4%

２）プロジェクトマネージャーが選択
55.8%

３）定められていない
（単一の開発手法しかない）…

その他 11.5% 無回答 1.9%

N=52



適用の判断基準
「不確実性が高く、顧客との密な連携を通じて仕様を具体化していくプロジェクト」
において効果を発揮する手法として理解されている

アジャイル

20

82.7

63.5

38.5

15.4

7.7

5.8

0% 20% 40% 60% 80%

１）開発対象や業務特性による判断（業務の安定性・変更頻
度等）

２）顧客・ユーザーとの関係性（顧客との合意形成のしやすさ、
フィードバックの頻度）

３）技術的な制約や開発環境（レガシー環境かクラウドネイ
ティブかなど）

４）予算（固定価格契約か、スコープ変更可能な契約か）

その他

無回答
N=52



ビジネス価値
アジャイル開発が単なる開発手法ではなく、
ビジネス価値を最大化するための戦略的手段として位置づけられている

アジャイル

21

67.3

63.5

53.8

25.0

19.2

7.7

1.9

0% 20% 40% 60%

１）ビジネス成果の早期獲得

２）ビジネスの環境変化への迅速な対応

３）ユーザー満足度の向上

５）継続的な業務の品質／機能の改善

４）環境変化や要件に応じた開発量のコントロール

その他

無回答
N=52



KPI設定状況
「ビジネス成果指標」よりも「開発プロセス指標」に重点が置かれている
・ビジネス価値を期待しながらも、それを測り評価する方法や指標への意識が
小さい状況は、アジャイル開発への投資対効果の説明を困難にし、
さらなる変革への投資判断を阻害しかねないリスク要因にもなり得る

アジャイル

22

40.4
34.6

28.8
23.1

19.2
17.3

15.4
15.4

13.5
13.5

11.5
7.7

3.8

0% 20% 40%

５）開発期間（リリースまでのリードタイム）
９）スプリント計画の達成率やベロシティ
１１）特に、KPIの設定を行っていない

８）バグ発生率やリリース後の不具合件数
３）契約者数や利用者数の増加

７）問合せやクレーム件数
２）費用の削減

４）顧客ロイヤリティ（NPSなど）
１）売上や利益の増加

６）開発運用コストの削減額
その他

１０）チームのエンゲージメンや離職率
無回答

N=52



アジャイル開発を成功に導く要因
アジャイル開発がビジネス価値や成果を目指す以上、ビジネス部門参画が不可欠
ビジネス部門のPOこそが、測定指標を開発プロセス中心から「売上や利益の増
加」といったビジネス価値中心へと転換させるための中心的人物になり得る

アジャイル

23

65.4

53.8

44.2

36.5

23.1

17.3

15.4

5.8

3.8

3.8

1.9

0% 20% 40% 60%

５）アジャイル開発に関する事前理解（メリデメ、向き不向…

１）チームビルディング・アクティビティ

３）ビジネス部門との定期的な情報共有

２）チームへの適切な権限移譲と意思決定体制

７）プランニングやワークショップへのビジネス部門の参画

６）アジャイル開発のメリットや効果の実感

４）ビジネス部門合同での経営層への報告機会

その他

８）ビジネス部門へのアジャイル開発のデモンストレーション

９）プロジェクト成果の社内評価との連動

無回答 N=52



TIPSとメトリクスの方向性
アジャイル

24
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クラウド パッケージ アジャイル
（IaaS／PaaS） （SaaSを含む）



重要成功要因
企業はもはや、新しい技術や開発手法を単なる選択肢の一つとしてではなく、
競争優位を確立するための戦略的エンジンとして位置づけている。
しかし同時に、その理想と現実の間には、技術的な導入だけでは解決できない
「組織・人材・文化」の壁が存在する

クラウド（IaaS/PaaS）環境 ： インフラから「ビジネス基盤」への昇華
パッケージ（SaaS含む）活用 ： Fit to Standardによる業務改革の実践
アジャイル開発 ： 期待と指標のギャップを乗り越える

「技術そのもの」よりも、その技術を使いこなし、価値に変換するための「人材」と
「組織能力」を如何に確保していくか
・ビジネス部門とＩＴ部門との共創
・人材・スキルの戦略的な育成
・価値提供とスピード重視のガバナンス文化

まとめ
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フィードバックループ
まとめ
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ご視聴ありがとうございました

本プロジェクト問合せ先

一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会
swm-juas@juas.or.jp
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